
新
会
長
に
岡
崎
氏（
蔵
王
温
泉
・

深
山
荘
高
見
屋

）

　
　

ク
ラ
ツ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
会
　

総
会
　
　

鳥
谷
部
会
長
は
相
談
役
に

４月

総取扱額

．
％
増
の

億
円
に

国
内
旅
行
は
．
％
増
加

二階会長を再任
ＡＮＴＡ　年度総会

新副会長に國谷氏（国谷
観光）

日　旅

国
内
増
、海
外
は
減

東　武

総
取
扱
額
は

％
増
に

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、国
内
旅
行
６
月
期
調
査

Ｄ
Ｉ
値

、回
復
傾
向
に

国
内
好
調
、過
去
２
番
目

Ｊ
Ｔ
Ｂ
発
表
　

夏
休
み
の
旅
行
動
向

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
専
門
の
新
宿
店

Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
が
強
化

Ｊ　Ｒ　西

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

大
阪
に
カ
フ
ェ
を
開
店

西
国
「
お
砂
踏
み
」

東
海
地
方
で
初
開
催

阪
急
交
通
・
札
所
会

（３） 第２８０５号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）７月１１日（土曜日）

懇親会であいさつを
する二階会長

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
が

発
表
し
た
４
月
分
の
旅
行
業

総
取
扱
額
は
前
年
同
月
比


・
８
％
増
の
１
０
５
億
５
３

３
５
万
円
と
な
っ
た
。
前
年

比
数
値
は
、
旧
東
武
ト
ラ
ベ

ル
、
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
の
合
算

実
績
と
の
比
較
。

　
国
内
旅
行
販
売
は

・
７

％
増
の

億
６
９
１
４
万

円
。一
般
団
体
が

・
８
％
、

教
育
旅
行
団
体
が

・
０
％

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
団
体
旅

行
全
体
で
も

・
３
％
増
と

前
年
を
上
回
っ
た
。

　
個
人
旅
行
は
企
画
商
品
が

３
・
８
％
増
で
、
企
画
商
品

を
除
く
個
人
旅
行
は

・
３

％
増
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
販
売
は
５
・
４

％
減
の

億
７
７
６
８
万

円
。
団
体
旅
行
は
０
・
７
％

減
と
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
、
内

訳
は
一
般
団
体
が
４
・
５
％

減
だ
っ
た
も
の
の
、
教
育
旅

行
は

・
２
％
増
だ
っ
た
。

一
方
、
個
人
旅
行
は
自
社
企

画
商
品
が

・
３
％
減
、
他

社
企
画
は

・
４
％
減
と
な

り
、
企
画
商
品
全
体
で
は


・
３
％
減
と
な
っ
た
。
そ
の

他
の
個
人
旅
行
は
７
・
２
％

減
だ
っ
た
。

　
訪
日
旅
行
販
売
は
２
・
５

％
減
の
３
億
９
４
６
２
万
円

と
な
っ
た
。

　
日
本
旅
行
の
５
月
の
販
売

実
績
は
、
総
販
売
高
が
前
年

同
月
比
２
・
１
％
増
の
３
５

４
億
２
６
６
８
万
円
だ
っ

た
。
国
内
旅
行
が
同
９
・
９

％
増
の
２
３
１
億
２
６
５
２

万
円
、海
外
旅
行
が
同

・
５

％
減
の

億
９
６
８
８
万
円

と
、
明
暗
が
分
か
れ
た
格
好

だ
。国
際
旅
行
は
同

・
７
％

増
の

億
９
９
３
７
万
円
と

前
年
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
団

体
が
同

・
９
％
増
の

億

３
７
３
３
万
円
。
一
般
団
体

（

・
０
％
増
、

億
８
９

６
２
万
円
）
、
教
育
旅
行
団

体
（
７
・
５
％
増
、

億
４

７
７
０
万
円
）
と
も
に
前
年

を
上
回
っ
た
。

　
国
内
企
画
も
同

・
３
％

増
の

億
円
と
好
調
。
自
社

企
画
の
赤
い
風
船
（

・
５

％
増
、
億
６
６
２
９
万
円
）

が
増
加
。
他
社
企
画
（
６
・

８
％
減
、
５
億
３
３
７
０
万

円
）
が
減
少
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
券
、
航
空
券
、
一
般

宿
泊
な
ど
の
個
人
旅
行
計
は

同
２
・
１
％
減
の

億
８
９

１
７
万
円
。

　
海
外
は
、
団
体
（

・
９

％
増
、
億
４
５
６
９
万
円
）

が
増
加
。
企
画
商
品
（

・

８
％
減
、
億
７
８
６
万
円
）

が
減
少
し
た
。
団
体
は
一
般

（

・
５
％
増
、

億
１
３

０
６
万
円
）
、
教
育
旅
行

（

・
２
％
増
、
２
億
３
２

６
２
万
円
）
と
も
に
大
き
く

増
加
。
企
画
商
品
以
外
の
個

人
旅
行
（

・
０
％
減
、


億
１
６
１
２
万
円
）
は
減
少

し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
総

販
が
前
年
同
期
比
０
・
６
％

増
の
１
５
９
９
億
２
８
７
９

万
円
。
こ
の
う
ち
国
内
は
同

４
・
６
％
増
の
９
９
８
億
６

７
８
６
万
円
。
海
外
は
同


・
７
％
減
の
４
９
５
億
７
０

３
９
万
円
。

　
阪
急
交
通
社
と
西
国
三
十

三
所
札
所
会
は

日
か
ら
、

名
古
屋
市
の
百
貨
店
で
、
遍

路
を
し
た
こ
と
と
同
じ
ご
利

益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
「
お

砂
踏
み
」
を
開
催
す
る
。

「
東
海
地
方
で
は
初
め
て
の

開
催
」
（
同
社
）
と
い
う
。

　
西
国
三
十
三
所
巡
礼
は
、

四
国
お
遍
路
と
並
ぶ
巡
礼
の

一
つ
で
、
近
畿
・
東
海
２
府

５
県
、
三
十
三
の
寺
か
ら
な

る
。
満
願
す
る
に
は
強
い
思

い
や
時
間
、
体
力
が
必
要
だ

が
、
同
社
は
気
軽
に
参
拝
し

て
も
ら
う
た
め
、
複
数
回
に

分
け
て
、
１
年
で
全
て
の
札

所
を
巡
る
旅
を

年
か
ら
販

売
し
て
い
る
。

　
今
回
は
三
十
三
所
観
音
霊

場
・
各
寺
院
の
「
お
砂
」
と

ご
本
尊
の
掛
け
軸
を
集
め

た
。
場
所
は
名
古
屋
栄
三
越

で
、
８
月
３
日
ま
で
開
催
す

る
。
入
場
料
は
当
日
券
で
１

８
０
０
円
。
小
学
生
以
下
は

無
料
。

　「
今
年
の
漢
字
」で
お
な
じ

み
の
清
水
寺
の
森
清
範
貫
主

の
揮
毫
や
法
話
、
六
角
堂
池

坊
華
道
会
に
よ
る
い
け
ば
な

（
供
華
）展
示
な
ど
が
あ
る
。

店
舗
の
特
徴
を
説
明
す
る
生

田
社
長

JR SUMMER TRAIN CAFEとキャンペーンイベ
ントのミニ新幹線への乗車

会
長
に
就
任
し
た
岡
崎
氏

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は
６
月

日
、
会
員

旅
行
会
社
に
四
半
期
ご
と
に

実
施
し
て
い
る
「
旅
行
市
場

動
向
調
査
」
の
６
月
期
結
果

を
発
表
し
た
。
国
内
旅
行
の

現
況
（
４
～
６
月
）
は
、
景

気
動
向
指
数
Ｄ
Ｉ
が
３
カ
月

前
（
１
～
３
月
）
の
マ
イ
ナ

ス
２
か
ら
大
き
く

㌽
上
昇

し

と
な
り
回
復
傾
向
。
３

カ
月
後
（
７
～
９
月
）
は
下

落
す
る
も
の
の
、

と
プ
ラ

ス
を
維
持
す
る
。

　
国
内
旅
行
の
現
況
を
方
面

別
に
見
る
と
、
新
幹
線
が
開

業
し
た
北
陸
が
３
カ
月
前
の

マ
イ
ナ
ス

か
ら

と
大
き

く

㌽
も
上
昇
し
、
プ
ラ
ス

に
転
じ
た
。
北
海
道
も
マ
イ

ナ
ス

か
ら
４
へ
と

㌽
の

大
幅
な
上
昇
。
不
安
要
因
な

ど
か
ら
控
え
る
傾
向
に
あ
る

海
外
旅
行
の
変
更
先
と
し

て
、
旅
行
会
社
で
は
ロ
ン
グ

方
面
の
北
海
道
を
提
案
す
る

動
き
が
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
東
北
が
マ
イ
ナ

ス

か
ら
マ
イ
ナ
ス

、
甲

信
越
が
マ
イ
ナ
ス

か
ら
マ

イ
ナ
ス

と
な
る
な
ど
、
す

べ
て
の
方
面
が
上
昇
し
て
い

る
。

　
３
カ
月
後
は
、
北
海
道
が


と

㌽
、
東
北
が
マ
イ
ナ

ス

と
９
㌽
そ
れ
ぞ
れ
上
昇

す
る
見
込
み
。
京
阪
神
、
東

京
な
ど
は
減
少
だ
が
、
い
ず

れ
も
４
㌽
以
内
の
小
幅
で
、

回
復
傾
向
に
は
あ
る
。

　
海
外
旅
行
は
３
カ
月
前
の

マ
イ
ナ
ス

か
ら
２
㌽
上
昇

し
て
マ
イ
ナ
ス

に
。
３
カ

月
後
は
マ
イ
ナ
ス

と
９
㌽

改
善
す
る
見
込
み
。

　
調
査
は
２
０
１
５
年
５
月


日
～
６
月
３
日
に
会
員
旅

行
会
社
６
１
１
社
を
対
象
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施
。

３
５
１
社
か
ら
回
答
を
得

た
。

　
観
光
庁
が
６
月

日
に
発

表
し
た
４
月
の
主
要
旅
行
業


社
の
取
り
扱

い
状
況（
速
報
）

は
、
総
取
扱
額

が
４
４
６
０
億

７
８
０
７
万
円

で
前
年
同
月
比

３
・
４
％
増
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
６
・

７
％
増
の
２
９
２
２
億
９
７

６
８
万
円
、
海
外
旅
行
が
５

・
６
％
減
の
１
３
６
０
億
１

３
６
５
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
９
％
増
の
１
７
７
億

６
６
７
４
万
円
だ
っ
た
。

　
旅
行
会
社
か
ら
の
聞
き
取

り
で
は
、
国
内
旅
行
は
引
き

続
き
関
西
方
面
が
好
調
。
新

幹
線
開
業
に
よ
り
北
陸
方
面

も
伸
び
て
い
る
。
海
外
旅
行

は
引
き
続
き
欧
州
方
面
が
落

ち
込
ん
で
い
る
。
外
国
人
旅

行
は
、
東
ア
ジ
ア
と
ビ
ザ
の

緩
和
が
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア

が
好
調
。

　
取
り
扱
い
の
合
計
が
前
年

同
月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
。
国
内
旅
行
は

社
中


社
。
海
外
旅
行
は

社
中


社
。
外
国
人
旅
行
は

社

中

社
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
と
同
水
準
の

１
１
２
０
億
６
０
０
１
万

円
。
内
訳
は
国
内
旅
行
が
６

・
９
％
増
の
７
０
２
億
４
４

１
７
万
円
、
海
外
旅
行
が


・
２
％
減
の
４
１
０
億
５
６

８
０
万
円
、
外
国
人
旅
行
が


・
８
％
増
の
７
億
５
９
０

４
万
円
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
総
取
扱

人
数
は
、
３
・

０
％
減
の
２
８

１
万
１
１
４

人
。
国
内
旅
行

が
２
・
９
％
減
の
２
５
５
万

６
８
２
０
人
、
海
外
旅
行
が

８
・
６
％
減
の

万
７
１
０

９
人
、
外
国
人
旅
行
が

・

４
％
増
の
４
万
６
１
８
５
人

だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
は
２
日
、

東
京
・
新
宿
に
置
く
ブ
ラ
イ

ダ
ル
専
門
店
「
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ザ
新
宿
」
を
「
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
新
宿
本

店
」
と
名
称
も
新
た
に
し
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
。

白
を
基
調
に
リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ
が
膨

ら
む
空
間
を
演
出
し
て
い

る
。
接
客
に
は
社
内
資
格
を

得
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
み
が

対
応
す
る
。

　
店
内
に
は
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
ス
ペ
ー
ス
や
ゆ
っ
た

り
相
談
が
で
き
る
個
室
な
ど

を
設
け
た
。
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
で
は
、
旅
行
と
挙
式

を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
「
和

婚
シ
リ
ー
ズ
」
を
展
開
。
第

１
弾
と
し
て
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
京
都
最
古
の
神

社
、
上
賀
茂
神
社
で
挙
式
す

る
「
京
都
和
婚
」
を
９
月
上

旬
に
発
売
す
る
。
　

　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
専
門
店
は

２
０
０
６
年
４
月
に
南
青
山

に
１
号
店
を
開
設
し
、銀
座
、

横
浜
、新
宿
と
現
在
、東
京
、

神
奈
川
に
４
店
舗
を
設
置
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
の
生
田
享
社

長
は
、
「
埼
玉
や
千
葉
に
も

展
開
し
て
い
く
こ
と
を
検
討

中
。
ゆ
く
ゆ
く
は
関
東
圏
す

べ
て
に
店
舗
を
作
り
た
い
」

と
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
強

化
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
、
５
３
８
７
会
員
）
は

６
月

日
、
２
０
１
５
年
度

定
時
総
会
を
東
京
都
千
代
田

区
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

で
開
い
た
。
役
員
改
選
を
行

い
、
二
階
俊
博
会
長
（
衆
院

議
員
）
と
近
藤
幸
二
副
会
長

（
全
観
ト
ラ
ベ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）
、
加
藤
正
明
副
会
長

（
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ト
ッ
プ
ジ

ャ
パ
ン
）を
再
任
し
た
ほ
か
、

副
会
長
に
國
谷
一
男
氏
（
国

谷
観
光
）の
就
任
を
決
め
た
。

　
二
階
会
長
は
、
国
会
会
期

中
の
多
忙
な
な
か
懇
親
会
に

駆
け
付
け
た
。
先
ほ
ど
ま
で

安
倍
総
理
と
２
人
で
内
外
の

政
治
問
題
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
た
と
明
か
し
、
安
倍
総

理
か
ら
「
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
を
は
じ

め
観
光
団
体
の
皆
さ
ん
が
日

中
・
日
韓
の
凍
り
つ
い
た
よ

う
な
関
係
を
打
開
す
る
た
め

に
一
生
懸
命
活
躍
し
て
い
る

こ
と
に
温
か
い
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
が
あ
っ
た
」と
伝
え
た
。

さ
ら
に
「
観
光
業
界
が
日
本

の
観
光
政
策
の
中
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ

う
に
皆
で
頑
張
ろ
う
」
と
呼

び
掛
け
た
。

　
総
会
の
審
議
で
決
定
し
た


年
度
事
業
で
は
、
本
部
と

支
部
の
一
層
の
連
携
強
化
を

図
り
、
円
滑
な
業
務
運
営
と

的
確
な
事
業
実
施
に
努
め

る
。

年
度
は
協
会
設
立


周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

記
念
の
広
報
を
行
う
と
と
も

に
、
正
会
員
に
協
会
名
の
表

示
を
推
奨
し
、
消
費
者
か
ら

の
信
頼
向
上
に
取
り
組
む
。

　
国
内
観
光
の
振
興
に
向
け

て
は
、来
年
３
月
に「
第

回

国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
鹿
児
島
市
で
開
催
。

「
東
北
・
東
日
本
観
光
復
興
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
」に
つ
い

て
は
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　
５
月
下
旬
に
は
日
本
旅
行

業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
、
日

本
観
光
振
興
協
会
と
の
共
催

で「
日
中
観
光
文
化
交
流
団
」

を
中
国
に
派
遣
し
た
が
、
引

き
続
き
近
隣
諸
国
、
ア
セ
ア

ン
諸
国
を
中
心
に
双
方
向
の

人
的
交
流
促
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。

　
有
野
一
馬
専
務
理
事
は
再

任
。定
款
を
変
更
し
、会
長
、

副
会
長
、
専
務
理
事
を
補
佐

す
る
常
任
理
事
を
新
た
に
設

置
し
た
。
常
任
理
事
に
は
浅

子
和
世（
藤
邦
旅
行
）、岩
本

公
明（
長
崎
県
交
通
観
光
）、

北
敏
一（
ト
ラ
ベ
ル
シ
テ

ィ
）、駒
井
輝
男（
東
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
）、
橋
幸
司（
水

沢
ツ
ー
リ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
）、

永
野
末
光（
西
日
本
ト
ラ
ベ

ル
サ
ー
ビ
ス
）、花
岡
正
雄

（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ベ
ル
広
島
）、

藤
田
雅
也（
ア
イ
ラ
ブ
イ
ッ

ト
）、山
中
盛
世（
香
北
観
光

ト
ラ
ベ
ル
）、和
田
雅
夫（
ワ

ン
ダ
ー
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ

ス
）の

氏
が
選
ば
れ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
２
日
、
夏
休
み

（
７
月

日
～
８
月

日
）の

宿
泊
旅
行
動
向
の
見
通
し
を

発
表
し
た
。
国
内
旅
行
人
数

は
前
年
比
で
０
・
２
％
の
増

加
と
な
る
７
５
６
１
万
人

で
、
過
去
最
高
だ
っ
た
２
０

１
３
年
の
７
６
２
４
万
人
に

次
ぐ
２
番
目
。
消
費
増
税
の

影
響
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や

夏
季
ボ
ー
ナ
ス
の
増
加
、ま

た
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
の「
旅
行

支
出
を
増
や
し
た
い
」の
回

答
の
増
加
な
ど
か
ら
、
旅
行

意
欲
は
堅
調
と
見
て
い
る
。

　
方
面
で
は
、
北
陸
新
幹
線

開
業
の
効
果
が
続
い
て
い
る

北
陸
が
人
気
。
来
年
５
月
の

サ
ミ
ッ
ト
開
催
が
決
ま
っ
た

伊
勢
志
摩
に
も
注
目
が
集
ま

る
。
４
月
か
ら
登
場
し
た

「
ふ
る
さ
と
旅
行
券
」
は
地

域
へ
の
旅
行
需
要
の
喚
起
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
利
用
交

通
機
関
で
は
乗
用
車
の
利
用

が
増
え
る
見
込
み
。
昨
夏
比

で
の
ガ
ソ
リ
ン
代
の
値
下
が

り
や
高
速
道
路
の
開
通
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

　
出
発
の
ピ
ー
ク
は
８
月


～

日
、
旅
行
平
均
費
用
は

０
・
４
％
減
の
３
万
４
７
０

０
円
と
予
測
す
る
。

　
海
外
旅
行
人
数
は
、
円
安

傾
向
の
継
続
や
国
際
情
勢
や

感
染
症
な
ど
へ
の
不
安
か
ら

１
・
９
％
減
の
２
５
５
万
人

の
見
込
み
。出
発
ピ
ー
ク
は
、

欧
州
な
ど
の
長
距
離
方
面
は

８
月
８
日
、
ハ
ワ
イ
な
ど
の

中
距
離
方
面
は

日
、
台
湾

な
ど
の
近
場
方
面
は

日
。

旅
行
平
均
費
用
は
０
・
７
％

増
の

万
１
５
０
０
円
と
予

測
し
て
い
る
。

　
国
内
と
海
外
を
合
わ
せ
た

総
旅
行
人
数
は
０
・
１
％
増

の
７
８
１
６
万
人
。

年
の

７
８
８
７
万
人
に
次
い
で
過

去
２
番
目
の
高
い
数
字
と
な

る
見
込
み
。

　
９
月

～

日
に
は
６
年

ぶ
り
に
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク

の
５
連
休
が
あ
り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

で
の
旅
行
予
約
は
国
内
、
海

外
と
も
に
好
調
。
「
今
年
は

９
月
ま
で
を
夏
休
み
の
期
間

と
し
て
と
ら
え
る
人
も
多
そ

う
だ
」
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
会
（
鳥
谷
部
徹
雄

会
長
、
２
５
５
７
会
員
）
は

１
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
２
０
１

５
年
度
年
次
総
会
を
開
い

た
。
岡
崎
彌
平
治
氏
（
山
形

県
蔵
王
温
泉
・
深
山
荘
高
見

屋
）
が
会
長
に
就
任
す
る
な

ど
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

人
事
を
発
表
し
た
。
鳥
谷
部

会
長
は
相
談
役
に
就
く
。

　
総
会
に
は
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
会
員
約
８
０
０
人
が
出

席
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
し
た
鳥
谷
部
会

長
は
、
今
期
の
方
針
に
つ
い

て
「
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
ク
ラ
ツ
ー
）
の
掲
げ
る
品

質
向
上
に
全
力
を
傾
注
す

る
。
ま
た
地
域
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
年

企
画
実
施
し
、
心

温
ま
る
お
も
て
な
し
で
地
域

経
済
に
少
し
で
も
多
く
貢
献

し
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
岡
本
邦
夫
ク
ラ
ツ
ー
会
長

は
、
自
然
災
害
に
よ
る
風
評

被
害
や
消
費
増
税
、
バ
ス
の

規
制
問
題
を
乗
り
越
え
、
昨

年
度
は
年
間
営
業
利
益
が
目

標
に
達
し
た
こ
と
を
報
告
。

今
年
度
に
つ
い
て
も
国
内
は

販
売
状
況
が
順
調
で
あ
る
こ

と
述
べ
た
。

　
小
山
佳
延
ク
ラ
ツ
ー
社
長

は
昨
年
度
の
業
績
に
つ
い

て
、
消
費
増
税
な
ど
に
よ
り

販
売
価
格
が
上
昇
し
た
影
響

を
受
け
、
「
取
扱
人
数
は
前

年
度
比
５
％
減
の
４
１
９
万

人
、
売
上
高
は
前
年
度
並
み

の
１
６
２
２
億
円
。
営
業
利

益
は
販
売
単
価
の
上
昇
に
よ

り
３
％
増
の

億
円
で
過
去

最
高
だ
っ
た
」
「
品
質
重
視

の
経
営
方
針
が
現
場
に
浸
透

し
た
こ
と
で
利
益
基
盤
が
安

定
し
た
」
と
報
告
し
た
。

　
２
０
１
５
年
度
は
昨
年
度

に
続
き
、
地
域
交
流
イ
ベ
ン

ト
を

企
画
実
施
し
送
客


万
人
を
目
指
す
こ
と
や
「
環

境
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
な
ど
を
決
め
た
。

【
新
役
員
陣
容
】（
敬
称
略
）

　
名
誉
会
長
＝
岡
本
邦
夫

（
ク
ラ
ツ
ー
会
長
）▽
相
談
役

＝
鳥
谷
部
徹
雄（
ヤ
マ
ト
さ

る
ふ
つ
観
光
、新
任
）▽
会
長

＝
岡
崎
彌
平
治（
深
山
荘
高

見
屋
、新
任
、兼
副
会
長
）▽

副
会
長
＝
小
野
友
勇
喜（
野

口
観
光
）、菊
池
善
雄（
愛
真

館
）、戸
澤
千
秋（
源
泉
湯
の

宿
松
乃
井
）、勝
俣
伸（
富
士

屋
ホ
テ
ル
）、渡
邊
均（
Ｓ
Ａ

Ｄ
Ｏ
二
ツ
亀
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
）、野
尻
辰
彦（
穂
高
荘
山

の
ホ
テ
ル
）、萬
谷
正
幸（
瑠

璃
光
）、岩
井
一
路（
ハ
ト
ヤ

観
光
、新
任
）、中
田
力（
梅
樽

温
泉
ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア
）、大

谷
峰
一（
大
谷
山
荘
）、藤
本

正
孝（
城
西
館
）、野
田
譲
二

（
指
宿
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
テ

ル
）、仲
地
政
英（
南
都
）▽
常

務
理
事
＝
梶
田
隆
弘（
ク
ラ

ツ
ー
取
締
役
地
域
交
流
部

長
）▽
理
事
＝
平
野
恭
一（
ク

ラ
ツ
ー
常
務
取
締
役
営
業
本

部
長
）、三
上
勇（
ク
ラ
ツ
ー

執
行
役
員
国
内
旅
行
部
長
）、

和
田
修
寛（
バ
ス
旅
行
部

長
）、三
輪
田
卓（
ク
ラ
ツ
ー

地
域
交
流
部
部
長
、兼
事
務

局
長
）▽
監
事
＝
金
子
力

（
鶴
雅
グ
ル
ー
プ
）

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
８
月

日

ま
で
展
開
す
る
「
Ｊ
Ｒ
西
日

本
　
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
　
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｎ
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
合
わ
せ
て
６
月

日
、
大

阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の

時
空
の
広
場
の
カ
フ
ェ
「
デ

ル
・
ソ
ー
レ
」
が
「
Ｊ
Ｒ
　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｎ
　
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」
と
し
て
期

間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
西
村

義
明
氏
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

監
督
の
百
瀬
義
行
氏
を
起
用

し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

制
作
し
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
ニ
メ
の
世
界
観
を
同
カ

フ
ェ
の
外
装
な
ど
で
再
現
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
熊
本
の
ス
イ

カ
を
使
っ
た
ご
当
地
サ
イ
ダ

ー
な
ど
同
社
の
夏
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
エ
リ
ア
商
品
が
並
ん

だ
。

　
ま
た
６
月

日
と

日
に

は
、
同
じ
く
時
空
の
広
場
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

「
Ｊ
Ｒ
　
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
で
行
こ
う
！
」

も
開
催
。家
族
連
れ
向
け
に
、

ミ
ニ
新
幹
線
へ
の
乗
車
企
画

を
行
い
、
制
服
を
着
て
記
念

撮
影
が
で
き
る
限
定
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
も
設
置
さ
れ
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

で
７
月

日
と

日
に
は
大

阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
２

階
の
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
で

「
Ｊ
Ｒ
　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
　

Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
×
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｌ
ａ

ｂ
Ｃ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ａ
　
夏
旅
フ

ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
」
が
開
催
さ

れ
る
。


